
 

施策レビューについて（事務局案） 
 

１ 定義 
  「まちづくり構想 福知山」の施策目標の進捗管理に加え、施策を構成する

事務事業が施策の目的や施策目標の達成に有効に機能しているか等、職員自

ら事業内容の点検・評価を行うとともに、検証委員・市民評価者から課題認識

や課題解決に向けた取組に関する知見を得て事務事業の改善につなげる。 
 
２ 目的 
 ①施策の進捗及び目標達成状況等に関する市民への説明責任を果たす 
 ②オープンな場で客観的な指標に基づき事務事業が施策の実現・目標に適っ

ているかを点検する 
 ③常に多角的な検討を行い、改善する意識をもって施策・事務事業に臨み不断

の見直しを行う 
 
３ 施策レビューの方法 

評価の客観性・透明性を高め、あらゆる角度から見直しを検討するため、所 
管部署による一次レビューに加え、検証委員・市民評価者による二次レビュー 
を加える。 

 
４ レビューの時期 

項目 内   容 

一次 
レビュー 

・施策所管部長による施策の進捗等に係る課題及び課題に対する取

組の確認 
・全 60 施策を毎年度実施 

二次 
レビュー 

・検証委員、市民評価者による外部評価 
・毎年度 13～14 施策を抽出して実施予定 
・4 年間（R4～R7）で実施予定 
 ※基本政策 9（ハード整備事業）の二次レビュー実施について検討 

項目 内   容 

一次 
レビュー 

※公共工事及び業務委託の原則 2 月末日完成・完了の徹底を前提として 
・3 月末に一次レビューを行い、各部長が策定する次年度の経営方針

に繋げる 
【スケジュール】 
 3 月初旬～中旬：課長が事務事業評価シートと併せて施策レビュー 

シート（原案）を作成 
 3 月中旬～下旬：部長が施策レビューシート（原案）をとりまとめ、

必要に応じて部長間調整を行い施策レビューを

実施 
※3 月末の一次レビューに基づき次年度当初より事業改善に取り組む 

二次 
レビュー 

・7 月中～下旬に実施 
・二次レビューで「施策推進上の大きな課題」や「改善に向けた提案」

等の指摘を受けた施策は、必要に応じてサマーレビューでの理事者

協議へ繋ぐ 

資料４ 


